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消失模型鋳造法(EPCプロセス)におけるアルミニウム合金溶湯の湯流れ速度に及ぼす塗型通気度の影響について実験的研究を

行った．８種類の塗型に対して，３種類の発泡倍率の発泡ポリスチレン(EPS)模型を用いて，平板状のアルミニウム合金鋳物

を無減圧条件下で，押上げ方案のEPCプロセスで鋳造し溶湯到達時間を測定し，湯流れ速度を求めた．EPS模型の発泡倍率が

大きい方が，また塗型通気度が大きい方が湯流れ速度は大きくなった．しかしながら，高通気度領域では塗型通気度が大きく

なっても湯流れ速度はさほど増加しないことが分かった．また湯流れ速度に及ぼす鋳込温度，鋳物厚さの影響についても同様

に検討した．その結果，鋳込温度，鋳物厚さが大きい方が湯流れ速度は大きくなった．さらに，実測した湯流れ速度と既往研

究の湯流れモデルによる計算値と比較した結果，通気度が大きい領域や鋳物厚さが小さい場合を除けば，両者は比較的良好に

一致した．
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